
十
六
世
紀、
日
本
の
戦
国
時
代
の
日
本
に
関
す
る
文
章
を
読
ん
で
各
設
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
に
伝
え
た
の
は
火
縄
銃
だ
け
で
は
な
い。
南
蛮
好
み
の
信
長
に
は
移
し
い

数
と
種
類
の
イ
ン
ド
ま
た
は
南
蛮
製
の
品
物
が
贈
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
信
長
の
屋
敷
を
訪
れ

ヵ
ー
バ

ス
・

デ
・

グ
9
ン

た
フ
ロ
イ
ス
は、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
衣
服、
緋
色
の
合
羽、
縁
な
し
帽
子、
羽
が
つ
い
た
ビ
ロ
ー

ド
の
（
緑
付
き）
帽
子
で
あ
り、
聖
母
マ
リ
ア
像
が
つ
い
た
金
の
メ
ダ
イ、
コ
ル
ド
ヴ
ァ
産
の
革
製

品、
時
計、
豪
華
な
毛
皮
外
套、
非
常
に
立
派
な
切
子
ガ
ラ
ス、
緞
子
絹、
イ
ン
ド
製
の
他
の
種
々

の
品
等
で、
そ
れ
ら
で
多
く
の
大
き
い
箱
が
充
満
し
て
い
る」
と
記
し
て
い
る
（
ニ・
一
四
九）。
こ

い
ふ
か

れ
ら
の
品
が一
体
ど
こ
か
ら
ま
た
誰
か
ら
献
上
さ
れ
た
か、
伺
候
し
た
伴
天
連
の一
行
は
討
っ
た、

と
あ
る。

当
時
の
模
様
を
伝
え
る
「
南
蛮
屏
風」
に
描
か
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
行
列
を
見
る
と、
多
数
の

従
者
に
囲
ま
れ
て、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
威
風
堂
々
と
し
た
貴
人
ら
し
き
人
物
が
い
る。
カ
ビ
タ
ン
・

モ
ー
ル
と
い
う
い
か
め
し
い
屑
書
き
を
持
つ
役
人。
海
外
に
進
出
す
る
南
蛮
船
の
司
令
官
で
あ
り、

最
高
長
官
で
も
あ
っ
た。
南
蛮
船
は
貿
易
船
と
し
て
だ
け
で
は
な
く、
軍
船
の
役
割
も
果
た
し
て
い

た。
屑
で
風
を
切
る
こ
れ
ら
南
蛮
人
の一
行
が
身
に
着
け
て
い
る
き
ら
び
や
か
な、
だ
が
す
こ
ぶ
る

変
わ
っ
た
服
装
も
日
本
人
を
驚
か
せ
た
に
ち
が
い
な
い。

半
世
紀
に
及
ん
だ
南
蛮
人
と
の
交
流
は、
徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま

う
の
だ
が、
こ
の
時
代
に
植
え
付
け
ら
れ
た
も
の
の
な
か
に
は、
五
百
年
の
時
流
を
凌
い
で
見
事
に

生
き
延
び、
今
日
の
庶
民
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
南
蛮
ル
ー
ツ
の
こ
と
ば
が
あ
る。

京
都
に
住
む
者
に
は
馴
染
み
の
ソ
パ
ボ
ー
ロ
は、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ケ
ー
キ
を
意
味
す
る
gl
o

に
由
来
す
る。

（

中
略

）

て
ん
ぷ
ら
は、
調
味
を
意
味
す
る

te
m
pe
ra
 (
テ
ー
ン
ペ
ラ）
ま
た
は
謂
理
す
る
の
三
人
称
単
数
te
mpera
(
テ
ン
ペ
ー
ラ）
が
よ
く

引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
が、
別
な
解
釈
も
あ
る。
キ
リ
ス
ト
教
国
で
は
キ
リ
ス
ト
の
復
活
祭
（
イ
ー

ス
タ
ー）
に
先
立
つ
四
十
日
間
を
祈
り
と
苦
行
の
期
間
に
定
め、
特
定
の
日
に
は
肉
食
が
禁
じ
ら
れ

る。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
肉
を
食
べ
る
代
わ
り
に、
油
揚
げ
が
好
ま
れ、
人
々
は
そ
う
し
た
食
べ
物
を

テ
ン
ポ
ラ
の
食
べ
物
と
よ
ん
だ。
テ
ン
ポ
ラ
は
ラ
テ
ン
語
の
te
m
pora、
す
な
わ
ち
5m
pus
(
時）

の
複
数
形
で
あ
る。
年
間
行
わ
れ
る
宗
教
行
事
に
対
応
す
る
季
節
の
節
目
の
事
で、
時
を
意
味
す
る。

日
本
語
の
て
ん
ぶ
ら
は
こ
の
te
mpora
の
名
残
だ
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る。

コ
ン
ベ
イ
ト
は
con
feito
(
菓
子）
が
な
ま
っ
た
こ
と
ば。
カ
ボ
チ
ャ
の
こ
と
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
風

に
ボ
ー
ボ
ラ
と
呼
ぶ
風
習
が
九
州
辺
り
に
は
残
っ
て
い
る
よ
う
だ。
信
長
も
好
ん
だ
ビ
ロ
ー
ド
は
毛

深
い、
を
意
味
す
る
（＜宕
go)。
ポ
タ
ン
は
(
5
岱o)、
じ
ゅ
ば
ん
は
(ju
bao
)、
疑
紗
は
（r
袋a
)

い
ず
れ
も
荒
布
を
意
味
す
る。
金
巾
（
か
ね
き
ん）、
更
紗
（
さ
ら
さ）
は、
イ
ン
ド
か
ら
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
入
り、
さ
ら
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
多
国
籍
語
と
言
う
べ
き
か。
ガ
ラ
ス
の
こ
と
を
ビ
ー
ド
ロ

(
vidro)
と
よ
ぶ
習
慣
は
九
州
辺
り
で
は
ま
だ
廃
れ
て
い
な
い
よ
う
だ。
コ
ッ
プ
は
(copo
)
に
由

来
し、
酒
屋
で
は
ラ
ン
ビ
キ
を
日
本
語
と
思
っ
て
誰
も
疑
わ
な
い。
こ
れ
も
菩llil
bique
(
蒸
留
器）

か
ら
来
て
い
る。
こ
れ
ら
南
蛮
ル
ー
ツ
の
こ
と
ば
が、
禁
教、
鎖
国
の
厚
い
壁
を
乗
り
越
え
て
日
本

人
の
こ
と
ば
に
な
り
き
っ
て
い
る
の
を
見
る
と、
南
蛮
文
化
の
根
の
深
さ、
息
の
長
さ
に
驚
か
さ
れ

る
の
で
あ
る。

（
設
問
1)

（
設
問
2
)

（
設
問
3
)

（
説
明
4
)

（
説
明
5
)

二
0ー
ニ
年
初
版

7�
二
行
目
に
「
南
蛮
好
み」
「
南
蛮
製」
と
あ
り
ま
す
が、
「
南
蛮」
の
意
味
は
何
で
す
か。
ま
た、
そ
の
場

「
南
蛮
屏
風」
に
描
か
れ
た
「
ひ
と
き
わ
目
立
つ
威
風
堂
々
と
し
た
貴
人
ら
し
き
人
物」
と
は
ど
の
よ
う
な

立
場
の
人
物
で
す
か。
説
明
し
て
く
だ
さ
い。
（
五
0
字
以
内）

南
蛮
人
と
の
交
流
は
ど
う
し
て
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い。
（
五
0
字
以
内）

「
て
ん
ぶ
ら」
の
ル
ー
ツ
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が、
有
力
だ
と
さ
れ
て
い
る
説
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ

い。
（
二
0

0-Qt,
以
内）

こ
の
文
章
は
日
本
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
出
会
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す。
「
異
文
化
と
の
出
会

い
と
共
存J
に
関
し
て
あ
な
た
の
考
え
を
述
ぺ
て
く
だ
さ
い。
元
四
0
0
字
以
内）

所
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
の
国
を
指
し
ま
す
か。
（
五
0
字
以
内）

（
出
典
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